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Ｒ６年分所得税の予定納税減額申請書提出期限 7/31 

Ｒ６年分所得税の第１期予定納税の納付期限  9/30 

※第１期のみ納付期限が変更されています

・七夕の話

・使用人兼務役員とは



２０２４年１月より新しいＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）が開始されていますが、 

いったいどう変わったのか確認してみたいと思います。 

新ＮＩＳＡ 旧ＮＩＳＡ 

成長投資枠 つみたて投資枠 一般ＮＩＳＡ つみたてＮＩＳＡ 

制度併用 併用可 不可（年単位の選択制） 

年間投資枠 ２４０万円 １２０万円 １２０万円 ４０万円 

投資枠の再利用 売却の翌年以降に再利用可能 不可 

非課税保有期間 無期限 ５年間 ２０年間 

非課税保有限度額 1,800万円（内、成長投資枠 1,200万円） ６００万円 ８００万円 

投資可能期間 無期限 ２０２３年まで 

投資対象商品 

株式・信託期間が

20 年以上の投資信

託 

金融庁の基準を満

たした長期の投資

信託に限定 

株式・投資信託等 

金融庁の基準を満

たした長期の投資

信託に限定 

購入方法 スポット・積立 積立のみ スポット・積立 積立のみ 

対象年齢 １８歳以上の成人 １８歳以上の成人 

非課税投資枠を拡大 

通常、株式・投資信託などの金融商品を運用して得た利益に対し 20.315％の所得税がかかるのに対し、

ＮＩＳＡの場合、毎年一定額の範囲内で購入した金融商品で得た利益（配当や譲渡益）について非課税

となります。 

新ＮＩＳＡでは年間非課税投資枠を３６０万円に大幅に拡大し、非課税保有限度額も 1,800万円とし

て将来必要な資産としては充分な枠が設けられました。ある程度資金に余裕がある方は「成長投資枠」

を活用するのがおすすめです。 

非課税期間も無期限に変更 

これまでの旧ＮＩＳＡでは最大でも２０年間だった非課税保有期間を新ＮＩＳＡでは無期限としま

した。若い世代の方は「つみたて投資枠」を活用してコツコツと積み立てしていくのに最適です。 

売却しても翌年には非課税枠が復活 

旧ＮＩＳＡでは売却した場合、非課税保有限度額の枠の再利用は不可でしたが、新ＮＩＳＡでは売却

の翌年以降に再利用可能になりました。 

 

 

 

 

 

 

先日、厚生労働省が公表した５年ごとに実施している公的年金制度の財政検証によると、このまま

経済成長が過去３０年間と同じ程度の横ばいだった場合、夫が厚生年金に加入し、妻が専業主婦の世

帯で６５歳からもらえる公的年金は、２０５７年度では夫婦２人で２１．１万円と試算されています。 

現在の２２．６万円より６％低下しており、先細る年金に備えるべくｉＤｅＣｏ（イデコ）やＮＩ

ＳＡ（ニーサ）の活用がますます脚光を浴びそうです。 

ただし、あくまでも利益が出た場合が『非課税』というだけで、投資対象商品は株式や投資信託で

すので『元本割れ』になる可能性があることもお忘れなく。 



６月以降から開始した定額減税ですが、多少の混乱はあったもののひとまず初回の定額減税を済ませ

たことと思います。 

先月号でもいくつかＱ＆Ａ形式で掲載しましたが、今回も当事務所に寄せられたご質問をご紹介して

おきます。 

Ａ．令和６年６月以降に支給する賞与についても控除しきれない定額減税が残っていれば、月次減税の

対象となります 

Ａ．スペースがない場合は別紙または明細書の裏面を活用しても差し支えありません 

Ａ．本来なら源泉税納付書の各欄に記入して銀行等で納付していたと思いますが、０円の場合は銀行

等で受付できません。その場合は当事務所から税務署へ０円で申告しますのでご連絡下さい。 

Ａ．６月１日時点で在職している源泉徴収税額表の甲欄が適用される給与所得者は 2,000 万円を超え

ると分かっていても月次減税を受けることになります。しかし、実際には定額減税の適用を受け

られませんので最終的には確定申告で精算することになります（2,000万円超える方は年調不可） 

Ａ． 青色事業専従者本人が定額減税の対象となります。したがって事業主の同一生計配偶者や扶養

親族とはなりませんので、事業主の定額減税の計算には含まれません。 

政府は企業が発行する約束手形の決済期間を６０日以内とする新指導基準を２０２４年１１月から

運用開始予定とすることを公表しました。現行の１２０日（繊維業は９０日）から、業種を問わず６０

日以内とする方針です。 

２０２４年１１月１日以降に振り出す手形から対象 

 手形のほか電子記録債権（でんさい）や一括決済方式（金融機関を通して決済を行う方法）について

も対象とされ、決済期間が６０日を超える場合は公正取引委員会から下請法に基づく指導を受ける可能

性があります。また、建設業の場合は建設業法違反となるおそれがあります。 

資金繰り対策を万全に 

 これまで６０日を超える手形を振り出していた企業については手形サイトが短縮されることによる

資金繰りの圧迫が予想されます。金融機関からの融資や発注者からの前払い・中間金の比率を高めても

らうなど早めの資金繰り対策を心がけておきましょう。 
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七夕は五節句のひとつで、奈良時代に宮中行事として７月７日の夕べに行われたため「七夕」と書きます。 

七夕といえばまず思い浮かぶのは織姫と彦星の物語です。天帝の娘で機織
は た お

りの名手である織姫と、働き者の

牛飼い彦星は一生懸命働いていましたが、結婚してからは仕事を忘れて遊んでばかりいました。怒った天帝

が天の川を隔てて２人を引き離しましたが、悲しみにくれた織姫を見かねて７月７日にだけ逢う事を許しま

した。七夕の夜には天帝の命を受けたカササギ（白鳥座のデネブ）が天の川に橋を架けて、織姫（こと座の

ベガ）と彦星（わし座のアルタイル）を逢わせてくれるという話です。３つの星座は夏の大三角形と呼ばれ

７月頃は東を向いて見上げたところにある一番明るい星がベガ、ベガから伸ばした手の握りこぶし３つ分右

下に見えるのがアルタイル、ベガから握りこぶし２つ分左下に見えるのが天の川の真ん中にあるデネブです。 

「たなばた」と呼ぶようになったのは、織姫にあやかって裁縫が上達するように祈る乞巧奠
きこうでん

という中国の

風習と、乙女が着物を織って神様にお供えし、秋の豊作を祈り、人々のけがれを祓うという日本古来の棚機

（たなばた）という神事が融合されたからといわれています。 

 七夕といえばもう 1 つ大事なのが七夕飾りです。元々は宮中行事で裁縫の上達を願っていたものが、庶民

にも広がるにつれて書道や習い事の上達となり、今では何でもありの状態となっています。笹に飾るのは、

竹の中が空洞になっており神様が宿ると考えられていたことと、冬でも青々として天に向かって伸びる竹は

生命力が強く邪気祓いの力があるとされていたからです。 

笹に飾る５色の短冊は陰陽五行説からきており、『赤色＝礼（感謝）』『青（緑）色＝仁（思いやり）』『黄色

＝信（誠実）』『白色＝義（正義）』『黒（紫）色＝智（博識）』という意味が込められています。 


